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特 集

「家業は私が守る」嫁と娘の奮闘記

特 集

取材・ 清水　高
 山田清志
 関根利子

「
家
業
は
私
が
守
る
」

嫁
と
娘
の
奮
闘
記

古参の職人さんとのバトルであったり、女性の感性
を生かした工法改善や新規販路の開拓であったり。
「自分がこの会社の跡を継ぐ」と決意した嫁と娘が
一日一歩であっても細かなイノベーションを続けて
いる。日々奮闘する姿を特集した。

　

栃
木
県
足
利
市
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
加

工
業
を
営
む
丸
信
金
属
工
業
は
、
11
年

前
か
ら
ア
ル
ミ
の
柔
ら
か
い
特
性
を
生
か

し
た
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
を
「
ア
ル
・
ア
ー

ト
」
と
い
う
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
シ
リ
ー

ズ
で
売
り
始
め
た
。
売
れ
筋
は
、
伝
統

的
な
「
一
輪
挿
し
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
代

の
洋
風
生
活
空
間
の
中
で
再
現
し
た
花

器
。
坂
本
智
美
さ
ん
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
を
辞

め
家
業
で
手
掛
け
た
初
商
品
だ
。
坂
本

さ
ん
は
こ
の
商
品
の
営
業
を
足
掛
か
り

に
、
多
く
の
新
規
取
引
先
を
開
拓
し
よ

う
と
奔
走
中
だ
。

現
代
の
生
活
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
花
器

　

ア
ル
・
ア
ー
ト
の
花
器
は
ど
れ
も
比

較
的
小
さ
く
、
都
市
部
の
居
住
空
間
に

フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
て
、
卓
上
の
一
輪
挿
し

に
ピ
ッ
タ
リ
。

「
一
輪
挿
し
に
見
る
よ
う
に
、
１
本
や
２

本
の
少
な
い
花
を
立
て
て
、
そ
の
美
し
さ

を
際
立
た
せ
る
生
け
方
は
日
本
の
生
け

花
の
真
骨
頂
だ
と
思
う
ん
で
す
。
庭
や

ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
る
人
は
、
自
分
の
育
て
た

花
を
部
屋
に
飾
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
現
代
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
調
和
す

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
花
器
・
花

瓶
は
、
陶
器
や
漆
器
、
ガ
ラ
ス
製
な
ど

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
ア
ル
ミ
の
花
器

を
使
う
と
、
ま
た
違
っ
た
雰
囲
気
の
生

活
空
間
が
生
ま
れ
ま
す
」
と
話
す
の
は

こ
の
商
品
の
企
画
・
開
発
・
営
業
を
切

り
盛
り
し
て
き
た
坂
本
智
美
さ
ん
。
現

社
長
で
あ
る
小
和
田
侑
さ
ん
の
次
女
で

あ
り
、
丸
信
金
属
工
業
で
は
社
長
付
取

締
役
室
長
の
肩
書
だ
。

　

智
美
さ
ん
の
案
内
で
工
場
を
の
ぞ
い

て
み
る
と
、
ア
ル
・
ア
ー
ト
製
品
を
つ
く

る
班
は
、
ス
タ
ッ
フ
も
明
る
く
全
体
に
活

気
が
あ
る
。
他
の
班
と
は
違
っ
て
、
製

作
過
程
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
加
工
担
当
者

の
ち
ょ
っ
と
し
た
創
意
工
夫
が
反
映
さ

れ
、ア
ー
ト
作
品
の
性
格
が
強
い
こ
と
が
、

そ
の
原
因
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
会
社
が
創
業
し
た
の
は
大
正
11

年
。
当
時
、
先
端
技
術
を
誇
っ
た
中
島

飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
技
師
だ
っ
た
智
美

「事業の柱がしっかりしているうちに手を打たなければいけない、と感じたのがきっかけです」と坂本智美さん

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
現
代
版
一
輪
挿
し
で

会
社
の
認
知
度
ア
ッ
プ

丸
信
金
属
工
業
　
坂
本
智
美
さ
ん

栃
木
・
足
利
市


